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教育推進協議会 [10] が，日本全体の大学・企業の連合による組織として 2013 年に設立










































































































































































































² 島根大学における REAS活用事例 [23]・・・1）受講希望学習者の情報を把握する
ツール ，2）授業改善（FD）のツール，授業評価，復習（テスト），3）遠隔地にお
けるレポート提出のツールとして利用していることが報告されている．













































































































































































































































































































































































































ン教育推進協議会 [10] が，日本全体の大学・企業の連合による組織として 2013 年に設




























































































































































一般に CRM(Continuous Response Measures)と呼ばれる．CRMのシステムは，ラジ
オ番組を分析するために 1930 年代に登場した [65]．Nickerson(1980) は Apple II を利
用して秒単位の分析ができる CRM system をデモした [66]．Baggaley(1987) はビデオ
やライブイベントの評価に押しボタン収集技術，The Continuous Response Evaluation
































いことの問題点を指摘した [72]．また Charlotteほか (1997)は，学習者や講師の社会的
存在感の向上が，遠隔授業の満足度を高めることを示した [73]．iPlayer[70]は遠隔授業に
影響を与える他の学習者の社会的存在感の向上を目指したシステムである．





































































































いわれる Personal(Audience) Response System(PRS)がある．一方，直接それを意図し
て開発されたわけではないが，学習者応答・理解度把握システムとして利用できるツール
として，Webアンケートシステムや SNSなどが用いられている．










































































































































2.4.4 SNS (Social Network Service)
SNSとは，一般的には「新たな友人関係を広げることを目的に，参加者が互いに友人を
紹介し合い，友人の関係，個人の興味・嗜好等を登録していくコミュニティ型のウェブサ





































































































反応の形式 一問一答 複数問に対応 コメントの書
き込み



































































































































































² 学生 PCにより，入力された視聴反応用調査票は REASサーバに送信され，集計
される．
² 教員 PCおよび学生 PCにより，回答の集計結果を閲覧したり，ダウンロードした
りする．































である．MP3や QuickTime，Windows Media などのメディアファイルにも対応してい
る．また SMIL というWorld Wide Web Consortium によって承認されたマークアップ
言語のタイミング機能を使うことにより，Real Playerの動画再生時に HTML ページで
ある REASで作成した調査票の回答ページを開き，回答できるようにした．
ストリーミング REASのオーサリング実行の仕組みは，次のようになっている．




タグの refresh で指定された URL により，Real Player が REAS サーバーにメ
ディア再生用 SMIL（Synchronized Multimedia Integration Language）データの
取得要求を送信し，REASサーバー側で再生用 SMILデータ（XML）を返す．
3. オーサリング時に設定された開始位置および停止位置までメディアを再生（図 3.3）
し，停止と同時に Real Playerが REASのサーバーに回答画面の取得要求を送信
し，REASサーバー側で視聴反応入力画面の HTMLを返す．
図 3.3 メディア再生中の画面



























































































事前 事後 事前 事後
N 49 24
X 45.4 54.8** 46.1 55.2**




動 画 視 聴 群
(N=24)
平均 ＳＤ 平均 ＳＤ P値
(1)集中して学習した 3.27 0.70 2.63 0.65 0.000**
(2)役に立つ学習だった 3.65 0.52 3.04 0.96 0.001**
(3)学習により疲労した 2.27 0.93 3.04 0.95 0.047*
(4)楽しく学習に取り組め
た
3.31 0.68 3.21 0.66 0.563
(5)次も同じ方法で学習し
たい
3.37 0.76 3.21 0.78 0.406
(6)映像内容が理解できた 3.27 0.64 3.13 0.61 0.374
(7)映像は長く感じた 2.90 0.82 2.63 1.10 0.238
(8)映像は興味を持てた 3.63 0.52 3.00 0.78 0.000**
(9)映像内容を記憶してい
る
3.06 0.56 2.63 0.71 0.005**
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第 4. 自由ポイント入力型視聴反応システム
4.1 REAS for Video Ver.1.1の機能と特徴
4.1.1 REAS for Video Ver.1.1の機能
REAS for Video Ver.1.1は，次のような調査を行うための機能を有している（図 4.1）．
² 教員 PCからサーバにアクセスし，オーサリング機能を用いて，視聴反応用調査票
の作成や調査時間の設定を行う．
² REAS for Videoサーバにより視聴反応用調査票にアクセスする URLを発行する．
² 学生端末から視聴反応用調査票へアクセスし，スクリーン等に投影された動画を視
聴しながら回答を行う．





図 4.1 REAS for Video Ver.1.1の機能概念図
ストリーミング REASが動画教材視聴中の固定のポイントで視聴反応を入力するシス
テムだったのに対し，REAS for Video Ver.1.1は，図 4.2に示したように，任意のポイ
ントで視聴反応を入力することができる．また，ストリーミング REASでは，動画教材
60





図 4.2 REAS for Video1.1による視聴反応入力の方法






































4.1.3 REAS for Video Ver.1.1の実現機構
REAS for Video Ver.1.1はオーサリングおよび集計閲覧を実行するクライアント PC
の Flashアプリケーションと，MySQLデータベースと連携するサーバーアプリケーショ
ンに実装したWebサービス APIの各種リソースとの間で APIリクエストと APIレスポ
ンスの通信を行うことにより実現している．


















































4.3. REAS FOR VIDEO VER.1.1の評価
図 4.5 設問情報設定
図 4.6 視聴反応入力画面












































































































































上記の改良すべき点に対応させるために，REAS for Video Ver.1.1 の機能を拡張し，
事前学習に適した視聴反応システム-REAS for Video Ver.1.2-を開発した．視聴反応シス











REAS for Video Ver.1.1では，あらかじめ設定した時間がくると自動的に調査が開始







































本章では，事前学習に適した視聴反応システムとして開発したREAS for Video Ver.1.2


















Video Ver.1.1について論じた．第 5章では REAS for Video Ver.1.1に改良を加え開発
した，事前学習に適した視聴反応システム-REAS for Video Ver.1.2-について論じた．一
方，対面授業中に動画教材を一斉視聴する場合，学習者の視聴反応をあらかじめ収集し，





for Video Ver.1.2 に改良を加え開発した，対面授業・オンライン復習用視聴反応システ







ターフェースの開発と評価, JeLA(日本 e-Learning学会)会誌, Vol.15,24-41
第 6. 対面授業・オンライン復習用視聴反応システム
6.1 対面授業およびオンラインによる復習で利用するために


























































REAS for Video Ver.1.1では，イベントトリガーモードは実時刻モードだけであった


















































REAS for Video Ver.2.0で新規に開発した可視化インターフェース (図 6.3)の特徴は
次のとおりである．動画再生プレーヤ領域 (図 6.3中，左上部)，タイムポイント視聴反応












































ある．REAS for Video Ver.1.2でも教員側の PCでは集計閲覧画面から，動画とは連動
せずに，タイムスケール視聴反応グラフ (図 19)やタイムポイント視聴反応リスト (図 20)


























本章では対面授業・オンライン復習用視聴反応システム-REAS for Video Ver.2.0-につ






















前学習に適した視聴反応システム-REAS for Video Ver.1.2-および対面授業・オンライン





事前学習に適した視聴反応システムとして開発した REAS for Video Ver.1.2 のにつ










REAS for Video Ver.1.2を利用した授業は次のように行った．
表 7.1 授業内容と学習状況の概要











第 2回 6 月 02
日
ブ レ ン ド





第 3回 6 月 09
日
フ ュ ー


































第 3回の視聴反応は全部で 317件あり，「ここ重要」が 109件，「なるほど」が 152件，


















































視聴反応を継時的に分析すると，図 7.2 のように 1 分 30 秒-2 分 30 秒の間，3 分 30
秒-50 秒，5 分 10 秒-30 秒の間に「ここ重要」や「なるほど」という視聴反応が多く集
まっていることがわかった．1分 30秒-50秒の間では「ICT を利用した児童同士の学び














































表 7.2 5段階評定によるシステムの利用評価 (N=52)
第 1回 第 2回 第 3回
平均 ＳＤ 平均 ＳＤ 平均 0.98 P値
(1) 自分の学習の
役に立った




4.14 0.81 4.48 0.74 4.28 0.73 0.113
(3) 受講の動機を
高めた
4.07 0.89 3.95 0.88 4.07 0.97 0.790
(4) 授業への満足
感が高まった
4.21 0.95 4.43 0.63 4.26 0.89 0.467
(5) 視聴すること
は楽しかった




3.88 0.99 3.90 0.98 3.86 1.10 0.977
(7) 集中して視聴
できた




4.26 0.89 4.45 0.71 4.19 0.83 0.314
(9) 繰り返し修正
できるのはよい
3.88 0.94 4.36 0.69 4.10 0.85 0.041*
y10% 水準で有意傾向 *5% 水準で有意
自由記述の結果の分析から，事前学習でシステムを利用して視聴反応を入力したこと
で，対面授業への参加の動機が高まり，視聴反応に対応した授業を行ったことで，授業の




なったところ，第 1回より第 2回で 5％水準で有意に高かった．それ以外の項目では，第
1回，第 2回，第 3回の間で有意な差がなかった．従って事前に視聴した動画教材や授業





すべての回で事前学習に参加し，対面授業に出席した学習者 42名の第 1-第 3回の視聴
反応を分析すると，一人あたりの視聴反応の平均個数は，3.9個，4.6個，5.9個と実践を
重ねるごとに平均個数は増える傾向がみられた (図 7.3) (F（2,123）,p＜.10）．
図 7.3 一人あたりの視聴反応の平均個数の遷移
1つの視聴コメントあたりの平均文字数は，28.9文字，36.7文字，45.7文字と有意に増
加した (図 7.4) (F（2,608）,p＜.05）．Bonferroniの方法を用いて多重比較をおこなった




有意な差はみられなかった（F（2,123）,p＞.05）が，第 1回より第 2回が長く，第 2回よ













また 3回とも対面授業に出席した 55名に対し，第 1回の事前学習をおこなわずに出席























































































グメントは動画教材の内容から 8 つのセグメントに分けた（表 11）．最後に Web アン
ケートシステム REASを利用して，授業後および復習後に行うアンケート用調査票を作
成した．
































































No.1 実 際 の
犬
0:08 0:29 21sec 4 3 1 0 8




0:30 1:15 45sec 16 10 2 1 29
N0.3 学 校 教
育 の 役
割
1:18 1:42 24sec 3 5 3 3 14
N0.4 経 験 の
円錐












3:55 4:13 18sec 3 5 2 1 11




4:14 4:33 19sec 6 3 0 0 9
N0.8 まとめ 4:35 5:02 27sec 4 5 3 1 13
合
計
61 48 38 11 158
第 7. 授業における利用と評価
図 7.5 セグメント視聴反応グラフ




が 3，「もっと詳しい解説を」が 10，「そうは思わない」が 2で，内容に納得しているが，



















































た．また自由記入による評価コメントも求めた．そのうち 5 段階評定の結果が表 11 で
ある．
5段階評定にあたって，「ビデオ視聴」だけによる学習を「3」とした場合に，「とてもそ
う思う」場合は 5，「そう思う」場合は 4，「変わらない（どちらともいえない）」場合は 3，
「そう思わない」場合は 2，「とてもそう思わない」場合には 1を選択するように指示した．




























表 7.4 5段階評定によるシステムの評価 (N=52)
授業後 復習後
平均 ＳＤ 平均 ＳＤ P値
(1) 操作に問題は
なかった
4.25 1.15 4.29 0.98 0.837
(2) 学習の役に立
つ
3.63 0.89 4.10 0.82 0.003*
(3) 学習の効率が
上がる
3.37 0.93 3.75 1.08 0.028*
(4) 飽きずに学習
できる
3.85 1.07 3.63 1.06 0.161
(5)楽しめた 4.10 0.91 3.79 1.00 0.062y
(6) 学習の方法に
抵抗はない




3.60 1.24 3.81 0.99 0.236



































56であった．もっとも賛成が多かった視聴反応は 15票，次いで 11票，9票がそれぞれ 1
個の視聴反応，8票賛成があった視聴コメントが 4個，7票が 2個の視聴反応，6票が 7



























これまで事前学習に適した視聴反応システム-REAS for Video Ver.1.2-や対面授業・オ
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し，これまで REAS for Videoを利用することによる理解度テストによる客観的な効果の
検証を行っていなかった．そこで本節では理解度テストによる REAS for Video の学習
効果の検証を行う．












































本章では，本章では，事前学習に適した視聴反応システム-REAS for Video Ver.1.2-お
よび対面授業・オンライン復習用視聴反応システム-REAS for Video Ver.2.0-について，
それぞれ実際にシステムを用いた授業を実施し，利用の評価を行った．また理解度テスト
によるシステムの客観的な利用効果の検証を行った．










このように REAS for Video Ver.1.2は教授を支援する利用効果や，理解度や満足度，
受講の動機づけ等の学習効果を高めることを支援する利用効果があるだけでなく，視聴反
応を入力するという行為自体が学習を深化させる可能性があることが示唆された．















































































































² REAS for Video Ver.1.1を利用した授業において，教授効果，学習効果，学習者
同士の相互作用への効果があることが示された．
一方，高等教育では反転授業のように動画教材を利用して事前に学習することが行われ







for Video Ver.1.1-を改良して開発した，事前学習に適した視聴反応システム-REAS for
Video Ver.1.2-と対面授業・オンライン復習用視聴反応システム-REAS for Video Ver.2.0-










































































² REAS for Videoを長期的に運用し，事例研究を重ね，さらに授業のツールサポー
トとしての利用効果を検証する．
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るために利用した 4択の客観テスト問題 15問である．あらかじめ DVD-ROM教材「情
報システムと現代社会」（制作・著作 メディア教育開発センター）」に添付された内容に
関する 4択のテストを利用した．












理解度を, 比較するために作成した 4 択の客観テスト問題 10 問である．質問内容は，動
画教材の内容や使用された用語の理解ができているか，確認することを目的として設計
した．






















































































推進協議会（略称 JMOOC，http://www.jmooc.jp/ 最終確認日 2015年 5月 2日）[10]
が，日本全体の大学・企業の連合による組織として 2013年に設立された．2014年 4月に






























■CAI，CBT，WBT CAI( computer-assisteinstructionまたは computer-aided instruc-
tion）とは，コンピュータを用いた学習システムのことで，コンピュータ支援教育ともよ
ばれる．1950年代，アメリカの心理学者 B. F. スキナーは，オペラント条件づけの原理
に基づいたプログラム学習を提唱し，ティーチングマシンを試作した．さらに 1950年代






る CBT (Computer-Based Training) や WBT (Web-Based Training) などが主流とな
り，2000年代以降は，CBTやWBTの概念を活用した eラーニングという用語が盛んに
用いられるようになった．























■IPを利用した動画配信 インターネットの普及にともなって一般化した IP（ Internet
Protocol ）を用いた動画の配信形態 [11] には，動画サーバーから動画を配信するスト
リーミング方式，HTTPによる転送が可能なプログレッシブダウンロード方式やダウン
ロード方式がある．ユーザに対して，リアルタイムに動画の配信を行うライブストリー
ミングに対して，ユーザが要求した時点で動画を配信する通信をビデオ・オン・デマンド
（VOD）という．ビデオ・オン・デマンドによる動画配信の最大の特徴は送信先を特定し，
一対一の双方向の情報通信を行うことである．
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